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鳥 取 大 学 の 諸 問 題 (5)
― 地 元 有 識 者 層 か らみ た 鳥 取 大 学 ―
教育社会学研究室  後 藤
























































































Ⅵ-2 結 果 の 概 要
1 回答者の属性等
① 年  齢
回答者の年齢は比較的高かった。50歳代が全体の44%を占め最も多い。また45～65歳の間で71%
となる。回答者全体の平均年齢は56.2歳,標準偏差は8.ワ歳であった。このことは, 対象者の社会
表 2 回 答 者 の 年 齢
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表 5 回 答 者 の 最 終 学 校








































一_J24 ??? 1 1 20 ?? 2 1 69100.C
























計 剤62.41 68  27.011 0 4     11.610.41252100.Cl
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表 4  鳥取県への居住年数





表 5 鳥 取 大 学 へ の 評 価 伍〕
①地元の文化や産業の発展に役    ②地元の必要にみあった    ⑥地元の高校生にとって入り
立っている             人材養成をしている      やすい

















































































































































































































































表 3 鳥 取 大 学 の あ り 方
① 入学者の選抜について ② 教育方針について
甲 :県民子弟が優先的に入学できるように    甲:地元の発展に役立つ人材の養成をまず第一に









































④ 教育内容 (教育 。研究の方向)
「地元の問題や要求を大いにとり入れて」とするL型意見,「そうする必要はない」とするN型
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うにした。つまり,あらゆる形の接触を量的に把握しようとしたのである。その結果つぎのような
実態が明らかにされた。






















































































































的な意味で存在価値を承認されているこ  黒離 σ)提供
ととみることができよう。反面では, こ  施設等利用
れまで, このような大量の人材需要に, 研究1:争派
'とじゅうぶん対応 (供給)してこなかった





6地 域 と の 関 連
図2 大学と地域の接触―現状と希望とのナし較
選択率
0   11  20  30  `10  50  60  71  80 %






① 前  提
ここでは,①大学の教官が地元の問題解決に積極的に関心を示しているか,①地元は大学教官を















鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第15巻 第1号
表 41 鳥 取 大 学 と 地 域 と

































① 前  提
「鳥取大学の存在は,とくに地元にとってどのような意味があると思うか」という質問で,存在
意義の一般的理解をみることにした。この場合,とくに,地元とのかかわりで機能をあげ,そのい
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ずれが,最も鮮明に有識者層に意識されているかをみることとした。それぞれの機能は,◎地元の





















































産  業 呵2 12
20.6
一 _ 100.0


















鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第15巻 第1号
いて「役立っている」と肯定する者では,「地元の文化・産業に役立つ」意味をあげる場合が多か















ここで,何らかの希望を提示した者が160.名(64%)あった。希望の内訳はつ ぎの とお りであっ
た。
②最も希望の多かった学部等は,経済学部 (48-50%)であった。ついで法学部 (59-24%),
短期大学部 (50-19%),夜間部 (28-18%)であった。さらには,文学部 (42%),大学院 (11
%),薬学部 (10%)などがある。希望の少なかったものまですべてをあげれば,つぎのように幅
広く分布する。学部では,理学,歯学,文理,芸術,社会福社,体育,教養,社会,水産,園芸,





























表 15  鳥取大学の他に, この県にどのような学校があったらよいか
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く提言されたものである。大学入学に普通科卒業者がとくに有利になって い る ことへの批判とし
て,「実業高校卒業者も容易に入学できるような制度を考えるべきであり」そのためには「推せん
入学制などを採用する」ことが望ましいというものである。
Ⅵ-3 他 大 学 と の 比 較・ )
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14)教授陣は充実しているか
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② 研條会等の講  A
師などに依頼  YG
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図6 大学と地域との関連――‐教官レベル
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3 地方国立大学の存在意義                             ｀
①鳥取大学についての有識者層の意識全般から,また,共同研究グループの資料から, ラフな形
での結論として,地方国立大学の存在意義を確認しえたように思う。それは要約すればつぎのよう











品改良 (東大・京大化への志向)とオー トメーション化 (大学政策の変化と管理の強化),投入さ
れるデータ (入学者)の内部条件の変化 (出身地域の広域化によるローカル成分の減少)およびデ
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